








































































































1 慰霊之塔 大里・大里（南風原） Q19470715 南風原区自治会 納骨堂？ ○ ○ ○
2 平和祈念塔 佐敷・手登根 19471010 宮城源太郎 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 慰霊之塔 大里・大里（西原） 19480500 西原区 ○
4 大東亜戦争 沖縄戦線 戦没者之墓 玉城・糸数 19480831 区民
5 慰霊之塔 大里・古堅（古堅） 19490414 古堅区自治会 忠魂碑の転用 ○ ○ ○
6 安久仁の塔 知念・安座真 19510304 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 和魂之塔 知念・知念 19510909 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 慰霊之塔 大里・高平（高宮城） 19511020 高宮城区自治会 納骨堂？移設 ○ ○ ○
9 靖魂之塔 知念・志喜屋 19511025 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 英魂之塔 知念・知名 19520530 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 慰霊之塔 大里・高平（平川） 19521200 平川区自治会 納骨堂？移設 ○ ○ ○
12 邦守之塔 知念・海野 19530503 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 慰れい塔 佐敷・佐敷 19530622 仲里清徳 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 忠魂之塔 知念・久原 19531118 自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 慰霊之塔 知念・吉富 19540103 区自治会 2003 改築 ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 慰霊之塔 大里・稲嶺（稲嶺） 19540810 稲嶺区自治会 納骨堂？ ○ ○ ○
17 慰魂之塔 知念・山里 19541121 区自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 慰霊塔 佐敷・津波古 19541204 森田松夫 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 慰霊塔 佐敷・小谷 19550320 城間重吉 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 慰霊之塔 知念・久手堅 19550825 区自治会 S59.8.12 移動 ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 島添之塔 大里・大里（大里村） 19560622 大里村 ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 忠霊之塔 佐敷・冨祖崎 19570813 屋比久孟三郎 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 慰霊塔 佐敷・伊原 19600115 当真嗣仁 個人 ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 慰霊碑 佐敷・佐敷 19640200 佐敷町 　 ○
25 慰霊碑 佐敷・仲伊保 19650600 知念前徳 個人 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 慰霊碑 佐敷・仲伊保 19700700 小波津和一 　 　 ○ ○
27 慰霊塔 佐敷・屋比久 19700800 宮城徳三 個人 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 慰霊之塔 玉城・屋嘉部 19710601 玉城村 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 慰霊之塔 大里・大城（稲福） 19721200 稲福区自治会 　 　 ○ ○
30 戦没収容者慰霊碑 知念・具志堅 （碑文すべては読めず） 沖縄刑務所
「昭和四十●年十●月建立」とあり
1978 年沖縄刑務所移動
31 殉職職員慰霊之碑 知念・具志堅 19790300 沖縄刑務所 1978 年沖縄刑務所移動。移動前にもあり。現在のものは再建 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○
32 慰霊碑 玉城・前川 19861103 区自治会 　 　 　 　 　
33 平和の礎 大里・大里（大里村） 19950800 大里村 　 　 　 　 　 　 ○
34 絆之碑 大里・大城（大城） 20050600 石碑を立てる会 　 　 　 　 　 　 　 　 ○






































































































































































































真 3）。慰霊碑自体に建立年月日は記載されていない。各書をみると 1971 年 6 月 1 日の建立とさ









いが、1956 年 11 月 22 日付の『琉球新報』および『沖






























いる。また、旧知念村域には 11 基の慰霊碑が確認されているが、うち 9基についてはすべて区
写真 3　「慰霊之塔」旧玉城村屋嘉部区
撮影：上杉和央（2007 年 6 月 24 日）
写真 4　「慰霊之碑」旧玉城村グスク
ロード公園内
撮影：上杉和央（2012 年 6 月 25 日）
京都府立大学学術報告「人文」第64号
－ 106 －





















志喜屋 旧 9月 9日 6月 23 日 6 月 23 日
山里 旧 9月 9日 6月 23 日 6 月 23 日
具志堅 - - - 慰霊碑なし
知念 旧 9月 9日 6月 23 日 6 月 23 日
吉富 6月 23 日 6 月の下旬 6月 23 日
久手堅 旧 7月 16 日 旧 7月 16 日 未調査（6月 23 日以外）
安座真 6月 23 日 5 月第 4日曜日 未調査（6月 23 日以外）
知名 6月 23 日 5 月最後の日曜日 未調査（6月 23 日以外）
海野 6月 23 日 5 月 16 日 未調査（6月 23 日以外）
久原 6月 23 日 6 月下旬 未調査（6月 23 日以外）
2003 年は 6月 29
日に実施。








祭の日時が報告されている（27）。これらをまとめると表 3となるが、村史の作られた 1994 年の段
階で 6月 23日に実施されていた区の多くが、2000 年代に入ると開催日を 6月 23日以外にうつし、
一方 1994 年段階では 6月 23 日以外に実施していた区の多くが 2000 年代に入ると 6月 23 日に変
更しているという興味深い変化を確認することができる。表 3内での区は、知念半島を南から北
にむかって進むようなかたちで配列しているが、大きく見れば、南部と北部で 6月 23 日開催と
いう様相が逆転していることになる。このほか、後述のように聞き取り調査のなかで、たとえば
























志喜屋区の慰霊碑・慰霊祭については、2012 年 6 月 23 日に「地理学実習」の一環で調査を行っ
ている。現地調査および地域住民への聞き取り調査をまとめた大井によれば（31）、慰霊祭が開始



































「和魂之塔」には 2003 年 6月 27 日、2007 年 6月 24 日、
2012 年 6 月 26 日に訪れて現地調査を行ってきた。筆
者自身による聞き取り調査はいまだ実施できていない
が、2012 年 6 月 23 日に「地理学実習」による慰霊祭
調査が実現したため、間接的ながら聞き取り調査が実
写真 6　「慰魂之塔」旧知念村山里区
撮影：上杉和央（2012 年 6 月 25 日）
写真 7　「和魂之塔」旧知念村知念区























「1954 年 1 月 3 日」建立とされている（40）。また、他の
慰霊碑と同様、同書の口絵にも紹介されており、その
姿を確認することができる。









6 月 24 日のことであり、4年ぶりに再訪したところ、再建予定地であった場所に「慰霊之塔」が
完成していたのである。初代の慰霊碑はコンクリート製の搭状であったが、再建された慰霊碑は
写真 8　「和魂之塔」旧知念村知念区
撮影：上杉和央（2007 年 6 月 24 日）
写真 9　「慰霊之塔」旧知念村吉富区





の台座裏側に記された建立年月日を確認すると「2003 年 7 月吉日建立」となっていた。すなわち、


















なお、吉富区の慰霊祭は 2012 年 6 月 23 日に「地理学実習」の一環で調査を実施したが（42）、
区長挨拶・黙とう・遺族代表あいさつ・焼香という流れであった。聞き取りによれば、以前の慰
霊碑の時には、6月 23 日をずらして慰霊祭を実施していたということであった。これは『知念
村の御嶽と殿と御願行事』の内容にも符合する（43）。ただ、『知念村史』には 6月 23 日実施の地











撮影：上杉和央（2012 年 6 月 26 日）
沖縄県南城市における戦没者慰霊
－ 111 －

















2002 年時点において久手堅区の慰霊祭は旧 7月 16 日に実施されていた（46）。慰霊祭は 15 時か
ら始まり、遺族 30 名ほどが集まるということであった。区長や遺族会長（知念村・当時）のあ
いさつと参列者による焼香があるということで、他の地区と同じようなスタイルかと思われる。
久手堅区では旧 7月 16 日の夕方から夜にかけて「ヌーバレー」が実施される。慰霊祭の実施
日は「ヌーバレー」に合わせて決められたとみてよいだろう。同じように「ヌーバレー」が実施
される知名区や安座真区では、慰霊祭が連動することはなく、久手堅区の特徴となっている。同




































2002 年 12 月 10 日に慰霊碑近くの民家の古老に尋ね
たところ、慰霊祭は五月末の日曜に実施するというこ
とであった。ただし、「本当は 30 日」ということであり、建立日が慰霊祭の日となっていたこと
がうかがえた。5月 30 日というのは、アメリカの Memorial Day（戦没将兵追悼記念日）にあた
る（48）。周知のように 1972 年 5 月 15 日まで沖縄はアメリカの施政権下に置かれた。そのため、
公休日等の設定もアメリカ国内に準じていた。地域に Memorial Dayの意味が浸透していたかど
うかについては、たとえば 1984 年に元琉球政府文教局長の中山興真氏が 1954 年当時の宜野座中
学校での慰霊祭について「どうして五月三十日だったの理由は分からないが、私の手元にある資
料ではたしかに五月三十日」（49）と述べているように、疑問が残る。ただ、この事例のほかにも、
たとえば 1952 年の三和村（現糸満市）内の 16 の区にある納骨所で「五月三十日には全犠牲者」（50）
を追悼する慰霊祭が実施されることが報告され、また羽地村（現名護市）でも「毎年五月三十日
に例祭」（51）が挙行されるなど、5月 30 日が機能していたことは確かである。また 1992 年段階
において読谷村喜名区の慰霊祭は 5月 30 日に実施されていたが、その理由を「復帰前は米軍が
写真 13　「英魂之塔」旧知念村知名区
撮影：上杉和央（2007 年 6 月 24 日）
写真 12　「安久仁の塔」旧知念村安座真区





































撮影：上杉和央（2007 年 6 月 24 日）
写真 15　「忠魂之塔」旧知念村久原区






















ざまれている。建立年月日はないが、各書では 1979 年 3 月となっている（表 1）。ただし、この
建立年は再建時のものであろう。というのも、沖縄刑務所は 1978 年に那覇市楚辺から現在地に
移転してきたのだが、それ以前、1961 年 6 月 11 日の『琉球新報』に「殉職刑務所職員慰霊祭が
十日午後三時から那覇市楚辺の沖縄刑務所内慰霊塔前で行われた」（54）と記されているからであ
る。記事には慰霊祭の様子を映した写真も掲載されているが、現在のものとは異なっている。ま

















































の皆様（2012 年）、新垣源勇様（2003 年）、大城盛清様（2003 年）、南城市糸数区・前川区・志





















（６）南城市域に関わる調査は、2012 年 6 月 19 ～ 26 日に加えて、2002 年 12 月 7 日～ 10 日、2003 年 6
月 22 日～ 7 月 1 日、2007 年 5 月 28 日～ 31 日、2007 年 6 月 22 日～ 7 月 2 日、2008 年 6 月 22 日
～ 30 日に実施している。
（７）①拙稿「中城村の慰霊碑」（前掲 4、①）60-73 頁、②拙稿「浦添城跡の慰霊碑」（前掲 4、②）
84-93 頁。
（８）前掲 3、②。













（18）付近にあった岩を転用して慰霊碑とした点については、2012 年 6 月 23 日の聞き取りにおいても確
認することができた。
（19）前掲 3、①。
（20）『沖縄タイムス』1971 年 7 月 24 日 11 面「玉城村　慰霊塔除幕式と慰霊祭を行う」。
（21）①『琉球新報』1956 年 11 月 22 日 3 面「御知らせ」。②『沖縄タイムス』1956 年 11 月 22 日 3 面「お
知らせ」。
（22）南城市ウェブサイト内「ようこそ市長室へ（平成 22 年 6 月）」記事。http://www.city.nanjo.
okinawa.jp/about-nanjo/introduction/mayor/log/226.html（最終検索日 2012 年 10 月 27 日）。
（23）南城市ウェブサイト内「ようこそ市長室へ（平成 23 年 6 月）」記事。http://www.city.nanjo.
okinawa.jp/about-nanjo/introduction/mayor/log/236.html（最終検索日 2012 年 10 月 27 日）。
（24）南城市ウェブサイト内「ようこそ市長室へ（南城市戦没者慰霊祭（2012/06/22））」記事。http://
www.city.nanjo.okinawa.jp/about-nanjo/introduction/mayor/log/20120622.html（最終検索日 2012 年









（32）「慰霊の日」が公的に定められたのは 1961 年だが、当初は 6月 22 日とされていた。それが 1965 年
になって 6月 23 日に改められた。なお、「6月 23 日」をめぐる沖縄の輿論の変遷と意味については、
福間による明快な検討がある。福間良明「沖縄における「終戦」のゆらぎ」（佐藤卓己・孫安石編『東
アジアの終戦記念日―敗北と勝利のあいだ―』筑摩書房、2007）85-118 頁。ただし、福間の議
論にはアメリカの Memorial Dayである「5月 30 日」が沖縄にも敷衍された点については言及がな
いようである。本文にもあるように、戦後直後の沖縄には「5月 30 日」もあった。






















（46）新垣氏は旧 7月 16 日と述べる時と旧 7月 17 日と述べる時があり、聞き取りでは特定できなかった
が、ヌーバレーと一緒に実施されるということから旧 7月 16 日の可能性が高いと思われる。
（47）知名農村公園は 1996 年度の農村総合整備事業で整備された。
（48）ただし、アメリカでは 1971 年からは 5月最終月曜日と変更された。
（49）『琉球新報』1984 年 6 月 23 日 4 面「5月 30 日が「慰霊祭」だった」。
（50）『琉球新報』1952 年 2 月 15 日 3 面「遺骨は鄭重に合祀　“ 野ざらし ” の報道は誤解招く　三和村の
納骨所視る」。
（51）『沖縄タイムス』1956 年 5 月 31 日（夕刊）3面「羽地村で慰霊祭」。
（52）『沖縄タイムス』1992 年 6 月 23 日 21 面「5月 30 日が「慰霊の碑」　読谷村喜名」。
（53）ハーリーは旧 5月 4 日に開催されるが、たとえば 2012 年の場合、海野ハーリーは 6月 24 日（日）
に実施された。これは旧 5月 5日にあたり、旧 5月 4日に近い日曜日が設定されている。
（54）『琉球新報』1961 年 6 月 11 日 7 面「殉難刑務所職員の慰霊祭」。
（55）『沖縄タイムス』1970 年 6 月 11 日 10 面「殉職刑務官の慰霊祭　きのうしめやかに」。
（56）なお、『沖縄タイムス』1951 年 8 月 9 日付の紙面には「沖縄刑務所戦没職員七年忌慰霊祭」を 8月
12 日に実施する告知文が出ているが、慰霊碑の有無を確認することはできない。『沖縄タイムス』





（59）2003 年 6 月 27 日、久原区の慰霊祭での聞き取りによる。




月 23 日が土曜日だった、という点もふまえる必要がある。前掲 31・37・39。
（2012 年 11 月 15 日受理）
（うえすぎ　かずひろ　文学部歴史学科准教授）
